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（1）右表に示したようにカルボニル化合物の中に

は，水と容易に反応するために水中ではカル

ボニル化合物として存在しないものも少なく

ない（たとえばホルムアルデヒドやトリクロ

ロアセトアルデヒドは水中ではホルマリンや

抱水クロラールとして存在する）．またこれら

は弱い酸存在下で容易に反応性の高いオキソ

ニウムイオンを生じることが多く，アルコー

ルなどが共存すると簡単にヘミタールを生じ

る．従って水がない場合には，オリゴマーや

重合体に変化する．右の３つの化合物はどの

ようなカルボニル化合物から生じると考えら

れるか．またその生成機構を図示せよ． 
 

 
（２）次の 5つの式の平衡はどちらに寄っていると考えられるか？図示して理由を記述しなさい． 
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（３）酸触媒下では（１）や（２）で述べたものと同様の形式の反

応が，より簡単に進行する。右の化合物の原料としてカルボ

ニル基を含む化合物と水酸基を含む化合物の組み合わせを提

案せよ． 
 

（４）右の化合物を酸触媒存在下に水

を作用させると生じる化合物を

図示せよ． 
 
 

（５）右の三つの化合物の酸触媒存在    
   下における加水分解の速度比は左より 50000：5000：1であった． 
   加水分解で生じる生成物の構造をそれぞれについて示し，速度比 

   が右の化合物ほどの遅くなる理由を述べよ． 
 

 
（６）右の化合物に触媒量のパラトルエンスルホン酸を作用させるとどのような構造の化合物が

生成するか推測しなさい． 
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